
 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

「本気」の月、１０月をどのように過ごすことができましたか。 

「本気」で取り組むから、大抵のことはできる。 

「本気」で取り組むから、何でも面白くなる。 

「本気」で取り組むから、誰かが助けてくれる。 

 何事も「本気」で取り組むと、そうすると「面白く」なって、「誰かが助 

けて」くれて、そして、「大抵のことはできる」ようになっているものです。 

さて、１１月は「実り」の月として考えてほしいのです。 

①「実り」とは、これまでの自分、学級・学年、生徒会などの歩みの「足跡」のことです。 

②「実り」とは、これまでの自分、学級・学年、生徒会などのがんばりの「結晶」のことです。 

③「実り」とは、結果ではなく、「成果」です。 

④自分一人では、「実る」ことはできません。誰かの助けがあって「実り」ます。 

⑤多くの人が、支えてくれたおかげで「実り」があります。 

１０月で２学期を折り返しました。学校行事の多かった１０月も、たくさんの成長がありました。 

はじめに、１０月１８日に開催された、「本気」で取り組んできた「文化祭」、そこで得られた成

果です。それは、一人ひとりに、そして、学級・学年に自信と誇りをもたらしました。北川辺中学

校への誇りや矜持（きょうじ）が生まれました。 

次に、本校の生徒が、北川辺地区体育祭や２４時間ソフトボール大会で活躍しました。資源回収

においても、多くの生徒・先生が協力してくれました。中学生の力は、地域社会を支える力です。

多くの皆さんに、元気を与える力です。 

さらに、「研究発表会」がありました。市内小中学校の先生方や地域の多くの方々が、授業を参

観されました。「明るくのびのびと授業に取り組んでいる姿、積極的に話し合い学び合う姿を見て

嬉しかったこと、授業が興味深く、最後まで見ていたかった」などの感想が寄せられました。これ

からも、自信をもって授業に取り組みましょう。 

２学期第二の中心の月、１１月。それは「実りの月」です。「本気の月」１０月で、北川辺中学

校の文化や伝統の「華」が咲きました。花の後は、「実」をつけます。自分自身や学級・学年など

の「実り」を振り返り、①から⑤の言葉を心に止めて、生活してください。 
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【学校教育目標】「知性を磨く 心豊かな たくましい生徒」 

【生徒数】 １学年８０人 ２学年５７人 ３学年８３人 合計２２０人 

【目指す学校像】 「三者一体型の教育活動による 笑顔あふれる学校」 

11月は「実り」の月         校長 山村 一久 

 



 

 

 

 

 

   【11月の学校行事】 
■バドミントン部の結果に記載漏れがありました。ここに

お詫びして掲載させていただきます。 

【個人戦】ダブルス 第３位 

大槻みちる・柿沼ちなみ（県大会） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 曜 行 事 等 

１ 水  

２ 木 脊柱側湾症検診 

３ 金 国民の祝日（文化の日） 

４ 土  

５ 日  

６ 月 第２期時間割開始 専門委員会 生徒会引き継ぎ式  

７ 火 三者面談 

８ 水 東部地区学力検査（３年） 

９ 木 ２年職場体験 市内一斉避難訓練 三者面談 

10 金 ２年職場体験 三者面談 安全点検 

11 土  

12 日  

13 月 三者面談 加須市音楽祭 

14 火 県民の日 

15 水  

16 木 三者面談 火曜授業 

17 金 自転車安全講習 ２,３年三者面談 

18 土 部活動中止期間 

19 日  

20 月  

21 火 期末テスト  

22 水 期末テスト 

23 木 国民の祝日（勤労感謝の日） 

24 金  

25 土  

26 日  

27 月  

28 火 全校朝会 

29 水  

30 木   

   

■技術・家庭科（家庭分野）の授業において、幼児向けの玩

具を作りました。この「手作りおもちゃ」を持って、いざ、

北川辺幼稚園へ。■生徒は、自分のところにやってきた園児

に話しかけます。「こんにちは」「お兄（姉）さんのお名前は、

○○です。あなたのお名前は？」「○○ちゃん、よく来てくれ

ましたね」「このおもちゃの遊び方は～だよ」。園児は、実際

に手作りおもちゃを手にして遊び始めます。■生徒は「あっ、

おしい！」「大丈夫、もう一回やってごらん！」「○○ちゃん、

すごい！」と、身振り手振りを交えて園児を励ましたり、ほ

めたりしています。■園児も、中学生の励ましを受けてか、

どんどん夢中になっていきます。■あいさつ、ほめること、

励ますことなど、私たち教員もやっていることを中学生がや

っているのです。■異年齢者とかかわることで、貴重な学び

ができました。■北川辺幼稚園の園児のみなさん、そして先

生方、ご協力ありがとうございました。 

■すばらしい文化祭でした。第１部の音楽会は感動の連続で

した。■１年生は、これが初めてとは思えない歌声でした。

男女ともにはつらつとよく声がでていました。まとまりもあ

りました。■２年生の歌声は、そのハーモニーが美しく完成

度の高いものでした。今から、来年度の歌声が楽しみです。

■３年生は、やはり、最上級生らしく声量・発声・ハーモニ

ーともにすばらしく、気持ちの入った迫力のある合唱でした。

最上級生としての範を示してくれたことを嬉しく思います。

■そして、学年合唱は、それぞれに聴き応え十分でした。限

られた時間のなかで、よくぞ仕上げたものです。■第２部の

文化部等発表会では、吹奏楽部の演奏を愉しみ、美術部の発

表に見入り、英語スピーチに必死に耳を傾けました。■いず

れの発表も、当日までの練習や準備の過程で生じたいろいろ

な課題を皆で解決してきたのだと思います。「過程」があって

の「成果」です。すばらしい「実り」でした。 

■栗田陽介さんをお招きして「夢をあきらめない」

という演題のお話でした。■夢を叶えるために大

事にしている三つのことを教えてくださいまし

た。■①「常に考え続ける（どうすれば今よりよく

なるのか）」②「夢や目標をどんどん人に話す（一

生懸命な人には協力者が現れる）」③「失敗した後

を大事にする（じゃあどうしようか）」の三つです。 


